
学校番号 ３１０ 

 

令和３年度 英語科 

 

教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

英語 英語理解 ２ 第２学年 
Vision Quest 英語表現Ⅱ Hope（啓林館） 

Vision Quest 英語表現Ⅱ Hope New ワークブック（啓林館） 

Vision Quest 総合英語 2nd Edition（啓林館） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

 

  この授業は１学年で学習した語彙や表現、文法事項の復習も入れながらより発展的な内容に取り組

みます。授業を通じて英語の土台を固め、英語の４技能、及び総合力を高めましょう。予習や復習、課

題、小テスト等を通じて基礎的な文法知識を身に着け、その知識を活かしてペアワークやグループワー

クを通じて４技能の向上を目指します。みなさんが積極的に参加することで授業は更に有益なものにな

りますので、一緒に頑張りましょう。 

 

２ 学習の到達目標（CAN-DO リストによる当該学年の４技能の到達目標） 

【第２学年】履修科目：「コミュニケーション英語Ⅱ」（３単位）、「総合英語」（３単位）、「「英語表現Ⅱ」

（２単位）、「英語理解」（２単位）、「英語総合演習」（２単位） 

主な教材：上記科目の教科書、教科書の内容に関連した別教材 

 

３ 学習評価(評価の観点と実施方法) 

 
ア）コミュニケーションへの 

関心・意欲・態度 
イ）外国語表現の能力 ウ）外国語理解の能力 

エ）言語や文化についての 

知識理解 

観

点 

コミュニケーションに関心を

もち、積極的に言語活動を行

い、コミュニケーションを図

ろうとする。 

外国語で話したり書いたりし

て、情報・自分の考え・意見な

どを表現している。 

外国語を聞いたり読んだりし

て、話し手や書き手の考え・意

見などを理解している。 

外国語の学習を通して、言語

やその運用についての知識を

身に付けているとともに、そ

の背景にある文化や思考様式

などを理解している。 

基

準 

①間違いを恐れずに、積極的

に言語活動を行おうとしてい

る。 

②さまざまな工夫をすること

でコミュニケーションを続け

ようとしている。 

①情報や考えなどを正確に話

したり書いたりすることがで

きる。 

②言語材料を使って、文章を

書くことができる。 

①例文を読んで、文構造を理

解し、その内容も正確に読み

取ることができる。 

②英文を聞いて、その内容を

聞き取り、理解をすることが

できる。 

①言語に対する知識や文法事

項を正しく理解し、運用する

ことができる。 

②本文の中で扱ったトピック

スに関して、文化やその背景

について理解することができ

る。 

(a)授業中の活動 (b)発表 (c)課題の提出 (d) 小テスト・定期考査 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 

 

 



４ 学習の活動 

 

 

 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson  

①～⑦ 

( 各単元２

～３時間程

度) 

①主語の決定／見え

ない主語の発見／主

語の it 主語になる名

詞句／形式主語／無

生物主語 

②自動詞と他動詞／

SVO／SVOO 

SVC／SVOC 

③使役動詞／知覚動

詞 

<動詞＋O＋to do > 

④「～する」／「～

している」 

「～した」／「～し

ていた」 

⑤義務・必要を表す

助動詞／推量を表す

助動詞「もし(今)～な

らば」／「もし(あの

時)～だったなら」 

⑥名詞を前から修飾

する語句 ／ 名詞を

後ろから修飾する関

係代名詞／関係副詞 

⑦副詞・副詞句／不

定詞や分詞を使った

副詞句 副詞節 

⑧原級／比較級 

最上級／最上級を意

味する表現 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

単元で学んだ文法事項

を用いて、話者が伝えよ

うとしていることを理

解できるようになる。ま

た、自分のことについて

も他者に伝えることが

できるようになる。 

教科書の例文を用いて単

元の話題を読みとり、自

分の身の回りのことと比

較しながら、他者と共有

する。また、例文を声に出

して読むことで英語に慣

れ親しむ。 

単元で扱う話題につい

て理解し、考えようと

している。また、自ら

の考えを英語で示すこ

とができる 

・定期考査 

・読む、話すを中心に

言語活動を観察する。 

・授業において内容把

握を確認する英問を

行う。 

 

「外国語表現の能力」 

単元で学んだ文法事項

を用いて、身の回りのこ

とを英語で説明できる

ようになる。 

教科書の Exerciseの問題

を用いて、与えられた場

面や心情などを英語で説

明する。 

単元で学んだ文法事項

を用いて、教科書の

Exercise の問題に解

答することができる。 

・定期考査 

・提出課題 

・教科書のExerciseの

問題の解答状況を確

認する。 

「外国語理解の能力」 

単元で学んだ文法事項

を用いて、英語で示され

た場面や心情などを理

解できるようになる。 

教科書の例文を用いて、

示された場面や心情など

を英語で理解する。 

単元で学んだ文法事項

を用いて、教科書に例

文に示された場面や心

情などを英語で理解

し、説明することがで

きる。 

・定期考査 

・提出課題 

・小テスト 

・ノートを提出させ，

取り組みの状況の判

断材料として活用す

る。 

「言語や文化についての知識・理解」 

例文に関連する言語的・

文化的な背景について

のより深い知識や理解

を身につける。 

単元で学んだ文法事項を

用いて、英語特有の表現

方法や英語圏特有の考え

方などを学ぶ。 

例文から読み取ったこ

とを、日本のことと比

較しながら日本語に置

き換えて簡単に説明す

ることができる。 

・定期考査 

・授業において単元の

題材を元に英門を行

う。 



 

 

 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson  

⑧～⑭ 

( 各単元２

～３時間程

度) 

Part2 

①パラグラフの構成

／列挙・順序 

②例示・追加 

③比較・対照 

④原因・理由・結果 

⑤要点・要約 

Part3 

①プレゼンテーショ

ン： 

ブレインストーミ

ング／資料を探す／ 

アウトラインの作

成 

プレゼンテーショ

ンの原稿／表現／準

備／実施 

プレゼンテーショ

ンの質疑応答／発表

者の評価 Practice 

②ディスカッション： 

ディスカッション

の進め方／例 

ディスカッション

に役立つ表現／評価 

Practice 

③ディベート： 

ディベートの進め

方／ディベートの準

備 

ディベートを行う

上での注意点／判定

／表現 Practice 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

単元で学んだ文法事項

を用いて、話者が伝えよ

うとしていることを理

解できるようになる。ま

た、自分のことについて

も他者に伝えることが

できるようになる。 

教科書の例文を用いて単

元の話題を読みとり、自

分の身の回りのことと比

較しながら、他者と共有

する。また、例文を声に出

して読むことで英語に慣

れ親しむ。 

単元で扱う話題につい

て理解し、考えようと

している。また、自ら

の考えを英語で示すこ

とができる 

・定期考査 

・読む、話すを中心に

言語活動を観察する。 

・授業において内容把

握を確認する英問を

行う。 

 

「外国語表現の能力」 

単元で学んだ文法事項

を用いて、身の回りのこ

とを英語で説明できる

ようになる。 

教科書の Exerciseの問題

を用いて、与えられた場

面や心情などを英語で説

明する。 

単元で学んだ文法事項

を用いて、教科書の

Exercise の問題に解

答することができる。 

・定期考査 

・提出課題 

・教科書のExerciseの

問題の解答状況を確

認する。 

「外国語理解の能力」 

単元で学んだ文法事項

を用いて、英語で示され

た場面や心情などを理

解できるようになる。 

教科書の例文を用いて、

示された場面や心情など

を英語で理解する。 

単元で学んだ文法事項

を用いて、教科書に例

文に示された場面や心

情などを英語で理解

し、説明することがで

きる。 

・定期考査 

・提出課題 

・小テスト 

・ノートを提出させ，

取り組みの状況の判

断材料として活用す

る。 

「言語や文化についての知識・理解」 

例文に関連する言語的・

文化的な背景について

のより深い知識や理解

を身につける。 

単元で学んだ文法事項を

用いて、英語特有の表現

方法や英語圏特有の考え

方などを学ぶ。 

例文から読み取ったこ

とを、日本のことと比

較しながら日本語に置

き換えて簡単に説明す

ることができる。 

・定期考査 

・授業において単元の

題材を元に英問を行

う。 


